














　　For increasing, diversifying, sohisticating needs of social welfare, the training and 
security of the social and care worker will be big problems in future. The pourpose 
of this paper is to clarify understanding of the speciality and strength of the student 
who aim at certified social worker after certified care worker acquisition. Then the 
survey research and interview that focused on training has been conducted. As a 
result, that there were the understanding of the place of the training, communication 
skills, multilateral perspective, the management power was suggested. Therefore it is 
considered in the education of social welfare in future that it leads to worth doing of the 
welfare labor to learn care and social work, management.
社会福祉専門職における学習課程と支援に関する一考察
―介護福祉士から社会福祉士を目指す学生の現場実習・資格取得に焦点をあてて―
A study on learning process and educational methods in the professional 
ﬁelds of social work and care work：
Focussing on the ﬁeld training and targeting of national licence 
from certiﬁed care worker through certiﬁed social worker
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「事業所における介護労働実態調査　訪問介護員・介護職員の一年間（平成 18年 10月 1














































































































































































































える” → “利用者の家族と職員の関係の大切さを理解する” → “地域における社会資源を



















































































































































整者としての役割” と “福祉経営の実践者としての役割” への気づきということである。
チームアプローチについては、他職種の役割や仕事を把握した上で連携を行うバランス感
覚を養うことが出来たのではないだろうか。
また、福祉経営の実践者としての役割については、次の通りである。社会福祉基礎構造
改革以降のパラダイム転換により、“福祉経営” の考え方が浸透してきたが、2007年のコ
ムスン問題や文京区の特別養護老人ホームの不正請求などのように、福祉現場では “経営”
に関しての誤った理解が多くみられる。これに関しては、専門職養成をしている教育現場
での課題ともいえるものかもしれないが、社会福祉士一般養成校などでは、社会福祉援助
技術論やさまざまな科目の中で施設経営の必要性を教授されることはあっても、「経営学」
という科目が配置されているわけではないので、個々の教員のレベルによってまちまちと
なる。
しかし、本学・福祉経営コースでは、経営学基礎に始まり経営人事・組織論、国際関係
論、福祉ビジネス論などの科目を体系的に履修することで、社会福祉法における「福祉
サービスは、個人の尊厳の保持を旨とし、その内容は、福祉サービスの利用者が心身とも
に健やかに育成され、又はその有する能力に応じ自立した日常生活が営むことができるよ
うに支援するものとして、良質かつ適切なものでなければならない」という “サービスと
しての社会福祉” の意味を学ぶことができる。
それによって、例えば、特別養護老人ホーム、すなわち、入所型の生活施設という組織に
おいて、職員全員がサービス利用者に満足できる生活を送って頂けるようにという目標を
もって援助を行うこと、そして援助者としての職員が働きやすい職場、環境づくり、さら
に、それらを実現するために必要な財源確保といったマネジメントの重要性に気づくこと
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ができたのは本学・福祉経営コースの学生の特徴ともいえるのではないだろうかと考える。
7．結論・提言
1987（昭和 62）年に「介護福祉士及び社会福祉士法」が制定され、社会福祉分野にお
ける国家資格をもつ専門職の養成がスタートした。しかし、その後の日本経済の変化、少
子高齢化のさらなる進展などにより、社会福祉・介護ニーズは増大、多様化・高度化して
きた。さらに、社会福祉基礎構造改革により介護保険法、障害者支援費制度、障害者自立
支援法がスタートし、社会福祉サービス利用のシステムも激変した。このような中で、介
護福祉士、社会福祉士に求められる役割等の変化により、2007（平成 19）年 12月「介
護福祉士及び社会福祉士法」が改正され、介護福祉士及び社会福祉士両国家資格の専門性
の高度化・専門分化が進められようとしている。
新しい社会福祉士養成カリキュラムとシラバスの内容を見ると、従来と比べて相談援
助の講義（＝「総合的かつ包括的な相談援助の理念と方法に関する知識と技術」）と演習
（＝「相談援助演習」）の時間数増加、実習・演習担当教員の要件や実習指導者の資格要件
の見直しとともに、「介護概論」は、「高齢者に対する支援と介護保険制度」の中に統合さ
れ、独立した科目（群）としては削除されてしまっている。社会福祉士＝ソーシャルワー
カーと捉えるのであれば、相談援助の教育と実習などが充実されるのは当然であろう。し
かし、筆者の現場経験から、そして、現在の本学の実習施設指導者の方が考える社会福祉
士実習の内容からも、今まで以上に介護業務と相談業務を切り離してしまって良いのか疑
問が残る。社会福祉の対象者及び利用者に対して、全人的理解と総合的生活支援を実践す
るためには、社会福祉と介護福祉を統合した専門性として “ソーシャルケア”（ソーシャ
ルケアサービス従事者研究協議会・代表世話人である仲村優一・大橋謙策の提唱）が注目
されているように、介護業務と相談業務は車の両輪となっているものであろう。
本稿においても、介護福祉士国家資格は社会福祉士実習において、“強さ・力” となる
ことがわかった。そこで、福祉教育現場で学生を指導する側としては、ストレングスモデ
ル 4）の視点に立ち、高齢者や障害者施設での実習であれば、学生が自分の力を信じ、新
しいことに挑戦しようとする意欲を持とうとする姿勢につながってくるケアワーク実践を
今後も継続していくべきであると考える。
さらに、社会福祉専門職として、先にあげたような社会福祉・介護ニーズの増大、多様
化・高度化に応えていくために、そして、福祉現場でやりがいをもって働くことができる
ようになるためには、一つの方法として介護福祉士＋社会福祉士というダブルライセンス
取得が将来的には求められてくるのではないだろうか。そのためには、社会福祉専門職に
必要とされる価値・倫理に加えて、介護福祉士養成校との連携なども視野に入れ、介護に
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関する知識・技術を今後どのように習得するかが問われるところであろう。また、契約利
用となった福祉サービスにおいては、社会福祉士をはじめとする職員が施設経営に関する
知識・技術をもつとともに、職場内でキャリアアップ体系を整備するということも必要と
なるであろう。そこで、組織の理念を達成するための組織マネジメントを学ぶ科目として
の「福祉サービスの組織と運営」では、講義だけではなく、福祉サービスにとどまらない
営利／非営利組織・団体の事例検討という演習形式で実践力をつけていくことなどの工夫
も求められるのではないだろうか。
最後に、本稿における限界をあげると、今回は学生からのアンケート 7名分、インタ
ビュー 2名分という質的データからの結果に基づく検討のため、事例研究レベルのミクロ
的な質的研究の粋を出ない点があげられる。今後も、現場実習に焦点をあて、データを増
やすとともに、実習施設指導者に対する調査も行い、マクロ的な研究に位置づけられる分
析方法を用いて結果の一般化を目指すべき研究を継続していく必要があると考えている。
注
　1）学生の持つ強さや力は様々な要素があり個別的なものである。筆者は、社会福祉を学
ぶ学生への実習指導を通して、学生を指導する側がストレングスモデルの視点に立つ
ことで、学生は自分を認め、自分の力を信じ、新しいことに挑戦しようとする意欲を
もとうとする姿勢につながってくることを経験的に感じている。ストレングス志向の
視点は Sallebey（1997）や Rapp（1998）が提唱したモデルであり、現在の社会福
祉援助技術の重要な視点でもある。
　2）本稿における編入生とは、共栄学園短期大学にて、卒業時介護福祉士国家資格取得
後、2007年 4月共栄大学国際経営学部 3年へ編入し、社会福祉士国家資格取得を目
指している学生を指す。
　3）米本秀仁は、社会福祉実践における「1．実践能力：理論知→ 2．暗黙知：実践行動
への介在項→ 3．実践行動：具体的実践家像・個別的ワーカースタイル」という専門
家の実践の構造過程を明らかにすることで、専門家・専門職の成長を見通すことがで
きるとした。
　4）すべての人々は多様な才能、能力、キャパシティ、スキル、資源、願望をもつ。ある
時点でそれらの表現のされ方の多少にかかわらず、潜在力として心的、身体的、情緒
的、社会的、精神的諸能力を必ず備えている。ストレングスとは、このように人が本
来もつ豊かさや健康的な力を総じてさす言葉であり、利用者主体の援助が求められ
る社会福祉実践において、対等な援助関係の形成と利用者自身が自らの問題のエキス
パートであるというソーシャルワークが本来もつ価値観を実現していくうえで重要な
鍵となる概念である。
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